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橋本の立地と交通アクセス

充実した交通アクセスを活かし西の玄関口として沿線拠点にしたい

・京王線で新宿から約40分、リニア開通後は品川まで約10分
・圏央道／相模原ICも近い（橋本駅から車で約15分）
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橋本のポテンシャル －エリア全体でのポテンシャル－

橋本駅 東京五輪ロードレース競技コース（約30km）

「かながわの景勝５０選」
「相模川八景」の道を行くコース

相模湖・津久井湖・宮ケ瀬湖近辺の
キャンプ場が充実（17か所）

藤野（アート・里山）
「芸術の森」があり、アートな街として人気

里山暮らしを体験できる

相模湖

津久井湖

宮ケ瀬湖

リニア
車両基地

キャンプ場
エリア

相模湖プレジャー
フォレスト

約13km
車で約30分

豊富な自然資源

ノジマ相模原ライズ（アメフト）
三菱重工相模原ダイナボアーズ（ラグビー）

ノジマステラ神奈川相模原（女子サッカー）
Team UKYO（自転車ロードレース）

SC相模原（サッカー）

スポーツが盛ん：相模原市公式ホームタウンチームが5チーム

藤野

出典：Google



橋本のポテンシャル －産業面でのポテンシャル－

神奈川県 「さがみロボット産業特区」

・2013年に国から地域活性化総合特区指定
・生活支援ロボットの実用化と普及を目指す
・相模原市を含め、10市２町が対象地域

・ロボット導入相談や
コンサルティング、
人材育成講座開催等
・2015年の開設以来、
累計6,000名超が来所

相模原市 「さがみはらロボット導入支援センター」

特区制度を活用した
規制緩和・実証実験

「さがみはら産業創造センター」内に設置

・スタートアップ企業の支援拠点
（ラボ・オフィス提供、経営支援、
産学官連携等）

出典：神奈川県「さがみロボット産業特区HP」 https://sagamirobot.pref.kanagawa.jp/

出典：さがみはら産業創造センターHP
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共創をキーワードとしたまちづくり

■地元のロボット企業等1７社が参加し、
こどもがロボットと触れ合うきっかけを創出

■アリオ橋本・相模原市・相模原商工会議所・
多摩大学との共催（後援：神奈川県ほか）

⇒新規事業を創出

■京王電鉄の持つアセットや
橋本エリアのポテンシャルを活かした
ロボット・先端産業等の共創アイディアを募集

スタートアップ
企業様

※橋本ですぐにできないことは沿線の他エリアで検討

神奈川県オープンイノベーション支援事業
「BAK」への参画

地域でのロボットイベントの開催

まさに、共創への取り組みを始めています

相模原のアセットと「共創・連携」の組み合わせにより、
魅力あるまちづくりを目指します

出典：神奈川県「ビジネスアクセラレーターかながわ（BAK）」


